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地域開発に伴う道路など交通網の整備事業は、社会の進歩発展からくる現代の必然的な要請

であり、本県においても、そのための建設事業が多く計画・実施されております。

しかしながら、私達には祖先が長い歴史の中で創造し、伝えてきた貴重な文化遺産を保護す

るとともに、新たな文化創造の糧として活用していく責務があります。

国土開発計画に基づいて県内を南北に縦貫してつくられる東北自動車道は、産業経済開発の

大動脈として多方面からの期待をになう国家的な大事業であり、一関・西根インター間が、す

でに供用され、現在はさらに秋田・青森県境へと工事が進められております。

岩手県教育委員会は、この供用区間に関係した99遺跡について、日本道路公団仙台建設局の

委託によって、昭和47年から昭和53年までの7年間にねたって発掘調査を実施し、その整理と

報告書の作成を、昭和53年度から4か年計画で実施しております。

本報告書は、東北縦貫自動車道関係埋蔵文化財調査報告書の第Ⅷ分冊として、花巻地区の「大

地渡・野田・上台・南万丁目・古館」の5遺跡について、調査結果をとりまとめたものであり

ます。このうち、大地渡遺跡は縄文時代中期の集落跡であり、集落のあり方や遺物の組成につ

いての貴重な資料を得ており、また古館遺跡は、在地における中世城館の様子を知る上で 多

くの手がかr)を提示いたしております。

この報告書が、記録保存の成果として社会教育や学術研究の場で大きく役立つことを切に念

願いたします。

ここに、調査について御援助・御協力をいただいた地元教育委員会はじめ関係各位に対し心

から感謝申し上げます。

昭和56年3月

岩手県教育委員会

教育長 新里 盈
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1.本書は東北自動車道関係遺跡発掘調査報告書第Ⅶ分冊として、石鳥谷・花巻地区(石鳥谷

町・花巻市)所在の5遺跡について作成したものである。調査は47年度から49年度に実施され

たものである。

2.遺跡の記載は北から順に行なった。

3.調査および整理にあたって、次の方々と機関の指導・教示を得た(敬称略。順不同)

田中喜多美(県文化財保護審議貝)

板橋 源( 同 上 )

草間 俊一(同上・岩手大学)

伊東 信雄(東北学院大学)

芹沢 長介(東北大学)

林 謙作(北海道大学)

工藤 雅樹(宮城学院大学)

須藤 隆(東北大学)

桑原 滋郎(宮城県多賀城跡調査研究所)

藤沼 邦彦(東北歴史資料館)

高橋 信雄(岩手県立博物館)

伊藤 鉄夫(水 沢 市)

伊藤 陽夫( II

)

伊藤 博幸(水沢市教育委員会)

高橋与右衛門㈱岩手県埋蔵文化財センター

三浦 謙一( II

四井 謙吉( II

小平 忠孝( II

吉田 洋( II

鈴木 忠治( II

工藤 利幸( II

種市 進( II

関 豊(二戸市教育委員会)

高田 和徳(一戸町教育委員会)

高橋 文明(江釣子村教育委員会)

進藤 秋津(宮城県多賀城跡調査研究所)

白鳥 良一(同 上

加藤 道夫(宮城県文化財保護課)

丹羽 茂(同 上 )

小井川和夫(同 上 )

渡辺泰伸 (仙台育英学園高等学校)

小野寺信吾(岩手県立大東高等学校)

山本 賢三(花 巻 市)

沼山源喜治(北上市史縞さん室)

清水 芳裕(京都大学)

二戸市教育委員会 花巻市教育委員会

一戸町教育委員会 石鳥谷町教育委員会

北上市教育委員会

北上市立博物館

江刺市教育委員会

胆沢町教育委員会

江釣子村教育委員会

岩手県立博物館

宮城県文化財保護課

東北歴史資料館

東北大学文学部考古学研究室

秋田県弘田柵跡調査事務所

福島県教育委員会文化課

仙台市教育委員会

福島県文化センター



吉田 義昭(盛岡市教育委員会) ㈱岩手県埋蔵文化財センター

八木 光則(盛岡市教育委員会)

4.資料の分析・同定は、次の方々・機関に依頼した(敬称略・順不同)

石材・産出地同定・地形区分、佐藤二郎(岩手県立大船渡農業高等学校)

獣骨同定 兄上晋一 兼松重任(岩手大学農学部獣医学科)

樹種II 吉田栄一(岩手大学農学部林学科)

種実II 村井三郎(岩手県文化財審議委員)

土器胎土分析 照井一明(岩手県立種市高等学校)

炭化材樹種同定 早坂松次郎(岩手県木炭協会)

年代別走 日本アイソトープ協会

土器胎土分析(蛍光Ⅹ線分析) 岩手県工業試験場

5.本書に用いた地形図は、建設省国土地理院発行の5万分のl地形図、 20万分の1地勢図で

ある。

6.グリッド配置図は、日本道路公団作成による「TOHOKU EXPRESS WAY PLAN」

を用い、遺跡・遺構等の方位表示は同図の第10系座標系の北方向である。

7.遺跡における層相と土器の色調観察は、小山、竹原編著「新版 標準土色帖」日本色研事

業㈱を用いた。

8.遺物、写真、実測図等は、岩手県教育委員会事務局文化課において保管している。

9.調査主体 岩手県教育委員会 日本道路公団

10.調査担当者 岩手県教育委員会事務局文化課

1l.発掘調査・整理・執筆担当

序文1.経 過 吉田 努

2.調査方法 II

3.整理方法 相原康二

地区概観 II

遺跡名 調 査 担 当 者 整理・執筆担当 

大地渡 瀬川司男、勝股国夫、相原康二、三浦謙一、小野寺たみゑ、大和泉芳子 相 原 康 二 

野 田 山口輿典、三上昭、中川重紀 三 上 昭 

上 台 瀬川司男、長谷川賢 三 上 昭 

南方丁目 斉藤 淳、四井諌言 菊 地 郁 雄 

古 館 山口興典、菊地郁雄、佐々木勝、三上昭、嶋千秋、朴沢正耕、藤井敏明 三 上 昭 
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文

1.調査にいたる経過

県内の東北縦貫自動車道建設は、昭和40年11月仙台・盛岡間の基本計画の決定に始まり、昭

和43年4月の施行命令によって具体化される。

これによって破壊される埋蔵文化財の取扱いについては、文化庁と日本道路公団の覚書によ

り、岩手県教育委員会がおこなうことになった。

まず、一関・盛岡間の路線予定地内の分布調査が、昭和42年及び43年に実施され、昭和45年

2月19日水沢・花巻間40km、同年11月25日一関・胆沢間30km、 46年2月10日石鳥谷・盛岡間29

上mの路線発表がなされたことに伴ない、昭和47年8月-9月に、用地巾50mで現地確認調査、

同年10月インターチェンジ及び付帯施設予定地内の現地確認調査等が順次実施され、一関・盛

岡間の調査対象遺跡は当初82ヶ所確認された。

これらの破壊される遺跡について、できるだけくねしく調査・記録し、遺跡のもつ歴史的価

値を永く後世に伝えることを目的とし、昭和47年度に北上市・花巻市・金ヶ崎町所在の遺跡か

ら調査が開始され、用地買収、着工順位に従って順次すすめられな

この間、調査除外としたもの4ヶ所がある。一関市苅又遺跡は過去の開田による破壊の程度

が大きく煙滅、一関市松の木遺跡は宅地化による破壊、衣川村桝形陣場跡は所在位置が路線か

らはずれる、衣川村二枚貝化石層は遺跡としての調査対象としないなどの理由による。

まな路線変更によって保有されたのが、平泉町伝護摩堂跡である。この遺跡は奥州平泉文

化との関連が考えられ、路線発表後に路線内に所在することが確認され、急遽日本道路公団と

協議し、路線を西側に変更しな一方、工事直前もしくは工事中に新しく確認追加されたもの

に、土取場の和賀町梅ノ木工へⅦ遺跡、路線内では衣川村束裏遺跡、江釣子村下谷地B遺跡、

紫波町墳館遺跡および柳田館遺跡がある。

昭和49年6月20日、盛岡・安代間53kmの路線発表があり、この区間のうち、盛岡・西根(松

川まで)間が調査対象の日程にくりこまれ、当初、 8遺跡が確認されたが、工事中に滝沢村卯

遠坂遺跡が発見追加され、更に紫波インターチェンジの誘致新設に関連し、栗田I -III遺跡が

調査対象となる。

以上のように、一関・西根(松川まで)区間の調査対象遺跡数は、除外、新規発見などによ

る変動を見て来た。このことは、埋蔵文化財保護の基本の一つとして、分布調査の重要性が改

めて間柄しろ一面でもある。結局、調査遺跡数は、 99遺跡、 18市町村におよぷものとなった。

雪喜劇
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調査をすすめる一方、文化庁、日本道路公団との協議によって、前述の伝護摩堂跡を完全保

存したのをはじめ、江釣子村鳩岡崎遺跡の縄文中期の大竪穴住居跡の一部分、水沢市石田遺跡

では、奈良時代末から平安時代初期に相当する焼失家屋1棟、紫波町上平沢新田遺跡では、平

安時代相当の焼失家屋1棟の路線境検出遺構を一部精査の上、それぞれ埋めもどし現地保存を

した。

まな江釣子村猪谷地遺跡の古墳1基、紫波町境館遺跡の墳墓1基、柳田館遺跡・盛岡市大

田方八丁遺跡の一部は、施工方法や設計変更等によって可能な限りの保存策をとった。

しかし、これらの保存遺構や遺跡の管理、活用は今後十分に留意しなければならないもので

あり、それがなされなければ完全な保存策であったとは言い得ない。

昭和47年度に始まった調査は、昭和53年度の紫波町栗田暮II遺跡を最後に終り、現在、整理作

業をすすめているが、東北縦貫自動車道建設の具体化以来、事業をすすめるに当って、終始指

導と助言をくださった県内外の協力者、および献身的な協力を得た関係市町村教育委員会、学

校、関係諸機関、地元作業員の方々をはじめ各位に改めて敬意を表したい。

なお、西根町以北の東北縦貫自動車道関連遺跡は、 ㈱岩手県埋蔵文化財センターによって調

査されることになり、昭和53年度から実施されている。

2.調査の方法

(1)調査対象範囲の選定は、遺跡の中で用地内および付帯施設を含む関連部分は、すべて調

査対象とした。更に、当該遺跡周辺の分布調査を可能な限り実施することにつとめ、調査地と

それをとりまく遺跡群との関連解釈の一助に資することとした。

(2)調査対象全域に次のような地区設走をしな

①地区設定のための原点は、日本道路公団測量の路線内中心杭の任意のものに定め、それと他

の中心杭の2点間を見通す直線と、原点を通りこれに直交する直線を座標の基準線とした。

②南北の基準線をもとに、 30mを1ブロックとし、北から川副こA.B…の記号を付し、これを

東西、南北に10等分し3mX3mのグリッドを設定、グリッド名は北から順にa-j、南北基

準線から東方へ50・53・56……○西方へ03・06・09……。の記号を付し、これとブロック記号

の組合せで表れした。例えば、 AaO3.Aa50のようになる。

(3)発掘および記録について 発掘調査は絶対にくりかえしの出来ない作業である。特に、

緊急調査と言う性格と記録保存を考えるとき、調査の過程で観察された事項は可能な限り詳細

に、しかもすべて客観的データーとして記録されねばならないし、記録者の解釈と観察された

事実とが混同されぬよう留意しながら①遺構群をひとつのまとまりとして把握すること、文化

層が重なっている場合、層序とともにそれぞれの文化層のひろがりを確実に把握すること、更
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に緊急調査の場合、事後の保存が困難である以上、トレンチによる部分発掘は回避すべきであ

ることからグリッド設定にもとづく平面発掘につとめた。

②原則として3mX3mのグリッドで調査地における遺物・遺構の分布状況を把握するため、

「ちどり」状に人力による粗堀をすることにしたが、結果的に機械力の導入も多かった。遺物

・遺構の検出を見た場合、その具体的内容を究明するため必要な範囲の全面発掘を実施した。

③遺構が検出された場合、該当グリッド名を付した。その場合もっとも北西に位置するグリッ

ド名で呼称することを原則とした。精査に当っては、 2分法・ 4分法による平面発掘を留意し、

遺構の性格と内部堆積状況・構造・重複等を把握しなから完掘することとした。

④遺物は、原則としてグー)ッドごとに取り上げ、遺跡記号・出土年月日・出土地点・出土層位

を記録し、遺構に直接関係するものや、年代決定の資料となり得るものについては出土レベル、

位置を平面図に記録し遺物番号を付して取り上げた。

⑤遺物の出土状況・層位・遺構に関する所見等の記録は実測図・遺構カード・フィルドノート

を用い、全体の問題点、進行は調査日誌に記録した。

⑥写真記録は35mm版モノクロ、カラー・ 6×7cm版モノクロを主として用いた。

(4)実測方法 ①発掘された遺構の実酬ま、原則として遣り方実測を用い、平版実測ま補助

にとどめな②原図の縮尺は1/20に統一したが、遺構・遺物の細部については、必要に応じて

l/10縮尺を採用した。

(5)関連科学との連携について 総合的な見地からの記録作業という意味で考古学のみな

らず関連科学の研究者、とくに自然科学系統の分野との連携に留意し、調査現場の実見と見解

を求めることにつとめた。

(6) (記録保存前提の事前調査か否かを問ねず、この種発掘調査には不可欠と思われ、特にと

りあげる必要もないと思おれるが、あえてふれると)普及・広報活動として、現地説明会(調

査途中・終了段階の複数回) ・調査ニュース・学習会などを、それぞれ実施・発行した。さら

に地元教委との共催で文化財講演会を実施した例もある。

3.整理の方法

整理にあたっては調査の性格(「緊急調査」と「記録保存」)を十分に考慮した。したがって可

な限り詳細な記録を作成することと、その公開を主目的とした。なおいねゆる「行政調査(と

くに緊急調査)」と「学術調査」の異同を、その「現場」に投入された技術、方法の次元に還元

して論ずるのは妥当ではない。 「緊急調査」の「現場・調査」の位置づけについては本課にも

若干の反省点がある。

(1)いわゆる「珍品主義」 ・ 「一番主義」を排し、得た資料のすべてを観察し、それぞれに
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応じた記録を作成することを目ざした。各調査地(遺跡) ・調査資料の正当な評価の資料を提

示するためであるし、それが「記録保存」の趣旨にも連なるからである。その結果として記述

が若干煩雑になった。ただし実際上は、調査担当者の設定仮説が整理担当者に十分に伝おって

いないなどのことも目立ち、満足のいく整理を必ずしもなしえなかった調査地もまた多い。遺

憾である。また本書に提示した諸仮説、見解は本課の統一見解ではなく、整理担当者のそれで

ある。具体的には ①観察事項の正確な伝達 ②仮説の提示とその展開、吟味 ③新規の仮説

問題点の提起 ④新しい資料操作法の提示などを目ざしたが、前述のように必ずしも十分には

実施できなかった。

(2)調査地はそれのみ単独での評価は避け、一定の地域内とりおけ他の遺跡との関係を重視

して解釈・評価するように努めた。 『周辺の遺跡』の項がやや煩雑にねたっているのはその為

である。これは(1)の実践をめざすのみならず“遺構存在を遺跡成立の絶対条件視する見解、へ

の反論のためにも必要であり、とりわけ埋蔵文化財保護にはきれめて重要な観点である。

(3)調査時と同様に「関連諸科学・諸技術との連携」に留意した。 (1)でのべた目的を満足さ

せる為に必要不可欠であり、さらにはその保存処理・各種データの蓄積・その公開も本課に課

せられた責務だからである。今後の継続実施を考慮し、可能なものは努めて本県内の機関・公

所・その他に連携ないし委託先を求めた。具体的実施例は、年代測定(カーボンディティング

・熱ルミネッセンス法他) ・材質同定(石材他) ・樹種同定(木器・木材・柱脚他) ・種実同

定(炭化米・雑穀類・雑草類他) ・花粉分析・人骨(歯)鑑定・獣骨(家畜を含む)同定・組

成分析(袖薬・土器胎土・火山灰他) ・燐分析・地質学的諸分析等にねたるが、今後も新分野

を加える必要がある。保存処理は木器・木材・柱脚類・鉄器類を中心に実施しているが、これ

も今後さらに新分野のものについて実施する必要がある。地質学的知見・教示は(2)などとの関

連で、調査地および周辺の遺跡の立地・占地に関して、また遺物と出土層(とくに火山灰層)

との関連に留意して援用した。大規模調査地については航空写真・ステレオカメラにもとづ〈

作図を採用した。

(4)すべての対象(遺構・遺物・遺跡)について、技法的分析に加え組みあれせ重視の観点

をも加えてある。

(5)以上の技術的基準・指標として『出土遺物の整理について』 (昭和47年作成、のち一部

修正)を作成し大略それに準拠した整理を実施した。細部は省略するが、大枠は①観察事項を

正確に伝えるための作図法他の技術的部門、 ②文章表現上の留意点とからなる。後者について

は観察事項と解釈の峻別・不明事項の不明の理由の明示などがとくに求められている。

(6)得た梶大な資料の公開は、別途計画のもとに実施されるであろう。
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地形区分

厘重量】
山 地

石鳥谷段丘

韻※努
二枚桶段丘

花巻段丘

旧 河 道

遺跡区分

● 縄文時代

◎ 弥生時代

㊨ 古墳時代

奈良時代

e 平安時代

○ 中 近 世

縦貫道関連

の遺跡名

① 宮 手

(② 上平沢新田

③ 栗 田 I

④ 栗 田II

⑤ 栗 田 Ⅲ

⑥ 浦 田 A

(⑦ 浦 田 B

⑧ 柳 田 館

⑨ 大 明 神

⑱ 墳 館

⑪ 後 在 所

A - D

(以上紫波町)

⑫ 大 地 渡

⑬ 大 瀬 川

A -
C

⑭ 野 田

⑮ 上 台

(以上石鳥谷町)

⑮ 南方丁目

⑰ 古 館

(以上花巻市)

第I図 地形区分と遺跡の分布
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筋 1 姦 通 跡 地 名 表

No 遺 跡 名 No 遺 跡 名 No 遺 跡 名 No 遺 跡 名 

1 大明神(縄文時代) 41 沼の欠(平安時代) 81 関口ⅡI(中世近代) 12 下似内(平安時代) 

2 片寄漆立縄文遺物包含地(縄文) 42 患(平安時代) 82 IIV(縄文中世近代) 12 塚ノ森(縄文時代) 

3 敬舘(縄文弥生平安中世近代) 43 長哲寺I(平安時代) 83 江営(縄文時代) 12 花巻城棚跡(中世近代) 

4i 十二神古墳群(中世近代) 44 〃 II(平安時代) 84 江鴎一里塚(中世近代) 12 各地(平安時代) 

5 御在所!I!(縄文時代中世近代) 45 上沢田I(平安時代) 85 関根舘跡(中世近代) 12 熊堂古墳群(古代奈良時代) 

6 片寄上久保柱脚(平安時代) 46 塚原(平安時代) 86 北湯口(縄文時代) 12 鷹王嫁(中世近代) 

7 片寄熊楕縄文遺物包含地(文時代) 47 保沢川(平安時代) 87 山本(縄文時代) 12 古館(平安時代中世近代) 

9 四ッ屋Ⅳ(縄文時代) 49 下館跡(中世近代) 89 白山長根(縄文時代) 12 下館(平安時代中世近代) 

10 片寄越田(縄文平安時代) 50 久保II(平安時代) 90 太子堂(縄文時代) 13 久田野(縄文時代) 

11 村塙塚(中世近代) 51 久保ⅡI(平安時代) 91 西宮野呂(縄文時代) 13 堰袋(縄文平安時代) 

12 焼場(縄文平安時打) 52 明戸I(平安時代) 92 十三塚(中世近代) 13 安野(縄文時代) 

13 数馬屋敷(縄文時代) 53 IIII(縄文時代) 93 山の神(縄文時代) 13 中野B(縄文時代) 

14 境船場(中世近代) 54 IIⅡI(平安時代) 94 佐渡IiI古墳群(中世近代) 13 中野A(縄文時代) 

15 西田(縄文平安時代中世近代) 55 関口Ⅴ(平安時代) 95 方八丁(平安時代) 13 中野一里塚(中世近代) 

16 野上(縄文時代〉 56 赤川渡し場(中世近代) 96 上ノ山(縄文平安時代) 13 高松(縄文時代) 

17 大田IV(縄文時代) 

57 58 59 

稲森(平安時代) 97 薦船甥(中世近代) 13 高松山経塚(中世近代) 

18 宝木(平安時代) 広野(縄文時代) 98 大西(縄文時代) 

19 石鳥谷船場(中世近代) 井戸向飴楊(中世近代) 99 新田(縄文時代) 

20 熊野堂(縄文平安時代) 60 幅(平安時代) 10 反町(縄文時代) 

2l 馬頭(平安時代) 61 志登計(縄文平安時代) 10 反町(中世近代) 

22 田屋(中世近代) 62 戸塚(平安時代) 10 大西橋(縄文時代) 

23 大瀬川小学校(縄文時代) 63 板屋(縄文平安時代) 10 宿I(縄文時代) 

24 大地波(縄文平安時代) 64 野沢/IiI(縄文平安時代) 10 IIII(縄文時代) 

25 26 渡(縄文時代) 弥五郎屋敷(縄文時代) 65 66 

IIII(縄文平安時代) 

10 10 

八重畑舘(中世近代) 

27 館山(縄文疎生平安時代中世近代) 

67 68 69 

大曲(縄文時代) 10 シャノノI′(縄文時代) 

28 長谷堂舘跡(中世近代) 浦沢(平安時代) 10 高畑(縄文時代) 

29 大典寺舘跡(中世近代) 大明神(縄文平安時代) 10 安拷屋敷(縄文時代) 

30 米斗利沢(平安時汀) 70 貝ノ淵I(縄文平安時代) 11 長沢II(縄文時代) 

31 裔勝寺(中世近代) 71 IIII(縄文時代) 11 IIIⅤ(縄文時代) 

32 野田(平安時代) 72 七ッ森(縄文平安時代) 11 漆市(縄文弥生時代) 

33 上台(平安時代) 73 上野々(縄文平安時代) 11 漆市古償群(中世近代) 

34 八日市(縄文平安時代) 74 椋ノ森I(平安時代) 11 漆市紺跡(中世近代) 

35 

光林寺(文平安時代近世 代) 
75 IIII(文平安時代) 11 古登(平安時代) 

36 好地旧一里塚(中世近代) 76 七日市古墳群(中世近代) 11 下巾(平安時代) 

37 上和町I(平安時代〉 77 上十日市(平安時代) 11 八誌(縄文時代) 

38 lIII(縄文平安時代) 78 広済舘跡(中世近代) 11 胡四王山舘跡 

39 白憾抹古墳(中世近代) 79 猪鼻(縄文平安時代) 11 上似内(平安時代) 

40 北向い古墳群(中世近代) 80 関口西(中世近代〉 120 槻ノ木(平安時代) 
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地区概観

1地形概観 (第1、 2図)

本地域の中央部にも南北にのびる北上川河谷平野があり、同川はこの河岸低地(沖積低地)

を蛇行しなから商流する。北上川の東、西岸ではその地形は様相を大きく異にする。

北上川河谷平野の東方は北上山地の西綾部(東部山地)にあたり、山地、丘陵地が入り組ん

で発達している。山地は権現堂山(476m)を最高峰とし、標高300m前後、丘陵地は同じく

300へ150m前後である。この東部山地は古生層、花崗岩類、蛇紋岩類、安山岩、第三紀鮮新続

の砂岩頁岩からなる。台地は、山地・丘陵地を開析し西流し北上川に注ぐ猿ヶ石川・稗貫川な

どの諸河川に沿って小規模な河岸段丘として分布する。上記の諸河川には沖積低地が発達し、

河川勾配は比較的緩い。

北上川河谷平野西方は上記とは地形を大きく異にする。その西側には急峻で起伏の大きい第

三系よりなる奥羽山脈(西部山地、高さ800m以上)がひかえる。さらに山地東縁の外方にも第三系

に属する安山岩の露出があり、北谷地山・日詰の城山などのように、段丘発達区内に残丘状に

分離して散在する。この奥羽山脈束綾部は、基本的にはグI)-ン・タフで構成され、安山岩一流

紋岩や砂岩、礫岩、頁岩からなる。この山地はその東綾部を、主として南北方向の直線状急崖

地形で境され、北上川右岸の段丘地形発達区に臨んでいる。この急崖は構造運動による断層線

崖と思われる。山地は北西部に向かい、次第に高度を上げていく。

西部山地に発した豊沢川・瀬川・葛丸川等の諸河川は、急勾配で北上川に合流している。な

お北上川右岸の丘陵発達はあまり顕著でなく、ねずかに西部山地東縁の断層線崖下に、扇状地

性台地にはさまれて、巾0.5へ2k皿の南北に細長い形状で分布するにすぎない。

山地の東方の扇状地性台地には段丘群が顕著に発達するが、それらは古期から順に石鳥谷段

丘・二枚橋段丘・花巻段丘・都南段丘と呼ばれている。本地域の主面は花巻段丘であり、西部

山地東麓から東方へ展開し、その間により高位の段丘がとり残された形で分布する。

上記の石鳥谷段丘は西部山地東綾部山麓部や、日詰付近から石鳥谷付近にかけて、北上川河

谷低地に画した扇端部・段丘端部などに残丘的に分布する。調査区域付近においては、志和稲

荷神社付近から花巻温泉付近にかけて比較的顕著に発達している。これらは平坦面をやや残し

てはいるものの開析が進み、その傾斜は後述の花巻段丘より緩やかであり、丘陵地状化してい

るといおれる。

中位の二枚橋段丘は日詰以南に発達し、石鳥谷までの間では石鳥谷段丘に伴なって分布する

が、それ以南では、扇状地性地形の扇央一扇端において、その周囲を低位の花巻段丘に囲まれ

た形で分布する緩やかを起伏をもった開析扇状地面的な様相を示す。

下位の花巻段丘は、上記二段丘より急傾斜する新鮮な面をもち、等高線の配置は複合扇状地
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状を呈す。既述のように、この地域(とりかす葛丸川以南)に広範に発達している。北上川本

支流沿いに分布し、とりかす支流の奥地にまで入り込んでいる。 W轟m氷期相当期の形成と考

えられている。なお西部山地麓部においては、これらを被覆する小規模かつ新規の扇状地形も形

成されている。

以上の他に、北上川河谷平野の両岸ともに、沖積段丘と思われるものが、北上川本支流沿い

に小面積ではあるが分布する。河川との比高は一般に4.5m以下と小さい。明瞭な段丘崖は認めら

れず、緩く傾斜し漸進的に河岸低地(沖積面)に移行するものが多い。

北上川本流に沿って巾1-4kmの谷底平野(河岸低地)が発達するが、ここには旧流路と思

おれる凹部、自然堤防や沖積段丘状の微高地、河川蛇行時の側刻によると思われる崖などが残

存し、一様に低平ではない。北上川右岸の諸段丘群を開析する諸河川にも沖積低地が発達して

いるが、漸次小規模な沖積段丘化を行ないつつ形成されたらしく、段丘に向かって緩く傾斜し

ている。

本地域における主要な水系は北上川水系であり、諸河川として葛丸川・滝名川・五内川と、

これらに注ぐ谷及び沢がある。これらの発達状態は、全体的に彫琢期乃至清張期にあたる。

河系模様は全般的に樹枝状を呈するが、西部では羽毛状を、また北谷地山、城内山では放射

状を呈す。

注) 以上の記述は下記文献、佐藤二郎氏の教示によった。

中川他、北上川中流沿岸の第四系および地形一北上川流域の第四紀地史( 2 )一地質学雑誌第69巻第812号1963年

ちなみに本地域の表層地質を概述すると以下のとおりである。

地質 時 代 地層(岩層)名 岩 石 の 種 類 

新 世 代 

第 四 紀 

沖積世 
現河床堆積物 砂礫泥(シルト、粘土) 

崖錐堆積物 扇状地・段丘堆積物 

砕屑物 

洪積世 

新期火山頼 
火山砕屑岩(ローム) 

安山岩質岩石 

扇状地・段丘推横物 砂礫泥・砕屑物 
志 和 層 凝灰質頁岩・凝灰質砂岩・亜炭 

新 

中新世 

湯 口 層 

石英安山岩・集塊岩・洋右・凝灰岩 
凝灰質頁岩・凝灰質砂岩 

第 
凝灰岩 

男 助 層 
石英粗面岩質凝灰岩 

紀 

石英粗面岩質角礫凝灰岩 

幕 舘 層 
安山岩質集塊岩 
角礫凝灰岩 

中 

白 亜 期 深 成 岩 類 
花崗岩類 

世 斑樹岩頬 
代 蛇紋岩類 

古 生 代 

二 畳 期 北上山系北部型 
粘板岩・頁岩 
チャート 

石 炭 期 南部型古生層 石灰岩 
輝線凝灰岩 
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(韮)以上は次によった

北上山系開発地域 土地

分類基本調査 日譜

岩手県1974年



2 遺跡分布について (第1・2図)

現段階で把握している限りでの遺跡分布を基礎に、その分布上の特徴を見る。ただし、花巻

市地区については遺跡の把握が必ずしも十分ではなく正確は期しがたい。同市地区については

早急な確認が求められる。

縄文時代の遺跡が河岸低地(沖積地)に立地することは極めて稀である。北上川西岸におい

ては良好に発達している諸段丘群の縁辺・面を開析する沢(小河川)の周縁などに分布する。

それらの中では紫波町西田遺跡(高位段丘の東端部)がもっとも著名である。時代内の時期

による占地の移動の存否の点検は興味ある課題である。東岸においては同様に段丘の縁辺・丘

陵性の山地に入り組んで発達する谷(沢)沿いの緩斜面に存在する例が多い。単純に数のみを

比較すると左岸に遺跡が多く分布する。石鳥谷町高畑遺跡の如き、ある程度の規模を有する集

落も存在するらしい。

弥生時代のそれについては資料不足のため確言は出来ないが、高位段丘上などの比較的高地

に占地するものと、河岸低地をのぞむ低位段丘縁辺に対するそれとがあるらしい。両者の生業論

的検討も必要であろう。

古墳時代・奈良時代についても資料不足であり不明な点が多い。奈良時代の可能性の高いも

のは熊堂古墳群であるが、それは低位段丘の縁辺にのっているo胆沢扇状地におけるあり方と

類似するとも見える。

平安時代の遺跡は大略縄文時代に重複するものが多いが、それに加えて河岸低地や、その上

の自然堤防へも進出し始める点が新しい傾向と思おれるoこれも他地域に共通するところであ

る。胡四王山遺跡や南隣の東和町所在の成島毘沙門天像の存在をひくまでもなく、平安時代の

この地域にも種々の政治的・経済的動きがあったと思われるが、現状では一切不明であるo今

後の資料の蓄積にまつしかない。

中・近世についても不明な点が多いが、近世の城館については、西方山地の麓部・高位段丘

東綾部などと、北上川河岸低地に臨む段丘縁片に営なまれる点が目立つo北上川東岸も同様で

あり、交通上の要地を占める。

以上のように本地域の遺跡立地の動きは、胆沢扇状地におけるよりも、その変化が目立たな

い。今後の資料増加によりその補遺を追加し、その傾向性の把握に努めねばならない。
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大地渡遺跡

遺 跡 名:大地渡(略号OW74)

遺跡所在地:岩手県稗貫郡石鳥谷町大瀬川7の102

調 査 期 間:昭和49年6月5ロー9月9日

調査対象面積:6,500m書

発掘調査面積:2,200m書



本遺跡の発掘調査結果の整理分担

・土器復元・拓影図作成・石器実測・トレース・

石器計測・図版割りつけ・原稿浄書。

木村 キエ子・亀ケ森 恭子・小 林 史 子

小林 三千江・石田 千鶴子・前 田 隆 子

中 山 久子・及 川 容子

・土器・土製品実測、トレース。

相 原 康 二
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